鋸尾根　コースタイム
2/27　8：45戸台山荘—9：00戸台駐車場—9：40廃屋渡渉点—11：30角兵衛沢出合—14：30岩小屋着
戸台山荘から、戸台駐車場への緩い坂がｱｲｽバーンで、スタッドレスの車でも登れなかった。
戸台山荘の橋上に駐車して戸台駐車場まで15分程歩く。
戸台駐車場は車2台。単独の方２名、北沢峠から千丈岳を目指すようだった。40分歩いて廃屋。はしごを渡してあったので対岸へ渡る。ここで渡るのが一番良い。ずっと右岸沿いに行ける
川床どうしは大岩が道をさえぎり、行けないので廃屋から砂利籠の露出したえん堤を上がって右岸沿いに50ｍ程平坦な道を歩いて、大岩の上からからまた川床に下りる。ここからずっと、右岸どうしに行ける。トレースは、角兵衛沢出合まで。
３H程で岩小屋に近づくとラッセルも深くなる。霜ざらめ雪で深くもぐる。
角兵衛沢はデブリが出ているが、左岸側のルンゼからなので右岸沿いにデブリの外を登ればよい。
　岩小屋は、快適なので幕営する。角兵衛沢はトレースが無いので翌朝のヘッドランプ登山のために1時間ほどトレースをつけておく。深くもぐる所があったり靴のつま先しか入らない雪があったりで下山は後ろ向きに下山する。岩小屋は正月は水が出ていたが今は氷しかなかった。だが氷を砕いて溶かすと効率よく水が作れた。
'2/28　4：50出発—5：502300ｍ地点—7：12コル2570ｍ—8：20第１高点—8：40小ギャップ—10：00鹿窓
　　　---10：20～40大ギャップ懸垂—11：55第２高点—12：30中の川乗越—14：30熊穴沢の頭
—16：30三つ頭—19：00六合小屋　
4時に出発するつもりだったが、6時にならないと明るくならないので、6時ごろ昨日トレースをつけておいた地点に達するよう出発を遅らせる。5：50　昨日トレースをつけて置いた地点2300ｍ着。コルまであと270ｍ。この日は1日、天気は快晴で風も殆どなかった。
小ギャップは、鎖があるが荷物が重いのでﾛｰﾌﾟで懸垂。正解。登り返しも鎖があるけれどスタカット。　中間部に垂直の箇所があり鎖伝いに行くと難しいので途中から鎖を離れて左斜上する。
鹿窓へは、2とうりルートがある。ルンゼを少し下降して斜面を鹿窓の頭へ雪壁を斜上する方法。もう一つは岩のピークを10ｍほど登り鹿窓へ懸垂下降する方法。我々は前者の方法で。夏道と同じ。一見ピークに上がって懸垂する方が安全そうだがルンゼ下降の方が楽だと思う。
大ギャップまでは平坦な道。大ギャップの懸垂地点のやや枯れかかった木にスリングがかかっていてまた、フィックスﾛｰﾌﾟが張ってあるので登ることも可能だろう。われわれ５ｍほど上のまだ涸れていない木にﾛｰﾌﾟを掛けて懸垂したが、50ｍﾛｰﾌﾟでぎりぎりだった。30ｍだと途中に支点があるので2回懸垂になるが、先ほどの小ギャップ、鹿窓の登攀を考えると50ｍが良い。
大ギャップのコルから100ｍほど長野側に降りた所で岩の下をトラバースして斜面を登り第2高点へ。
第２高点から少し右に寄りすぎてしまうが、GPSでしっかり確認して中の沢乗越に続く斜面に達する。
標高差150mくらいの斜面を一気に中ノ沢乗越へ。ここから六合までは思った以上に遠かった。
三つ頭まで夏ならゆっくりで1.5Hの所4H。霜ざらめの急な雪壁で思うように進めなかった。
三つ頭から六合までも思いのほかアップダウンが続く。夏なら45分のところ3H。
六合小屋へは稜線に石積みや石碑があって下る所が暗がりでも明瞭。入り口のドアが半分雪に埋まっていて1mほど掘り下げてやっと扉を開けることが出来た。雪が吹き込んではいたが、テントを張るには支障はなく快適だった。
'3/1　6：30出発—7：10　2645ｍ—8：00鎖場2740ｍ
午前中、天気が持てば甲斐駒を越えられるかな、と期待したが、明け方から小雪がちらつき次第に天気は悪化して行った。
　とりあえず鎖場まで行き様子を見ることに。立っていられない程の風ではないが視界は時折稜線が見える程度（8：00頃）。”午前中に甲斐駒を越せば”、”いやここは3000ｍの稜線”、”予報は午後から前線通過”などなど悩む。
昨日の疲れもあり、気力がわかず平坦な所を見つけて幕営することに。ちょっと寝たつもりが目が覚めてみたら夕方5時だった。風も収まったようだった。
一旦収まった風も冬型が強まり夜中中風雪に見舞われた。壁側に積雪がたまりテントを狭くした。
'3/2　７：40出発—9：202770ｍ下山開始—11：00六合—13：25三つ頭—16：40中の川乗越—19：00戸台川出合—23：00戸台山荘
冬型はだんだん収まり風雪は止むと言う予報だった。がそれは何時になるかは予想できない。朝になっても風雪は収まらなかったが、8時前出発するころには青空がだんだん広がって行った。甲斐駒は節煙が舞っていた。鎖のある岩場を登って稜線に出ると強風で立っていられない程だった。稜線上では風が舞い上がり顔が凍傷になる恐れを感じた。少し風が弱くなったので歩き出すがすぐにまた強風が襲い歩行困難になった。2回ほどテントのﾌﾗｲｼｰﾄを被って風が弱くなるのを待った。
9：30になっても風は収まらずもう待てなかった。甲斐駒を回るにしろ、引き返すにしろ下山遅れの可能性がある。まだ未知のルートより困難だが確実なルートということで引き返して熊穴沢を下山することにして、留守本部に連絡を入れた。
今日は、中の川乗越までは行ければと予想したが、意外と短時間（6H弱）で行けた。
熊穴沢は、緩い斜面で滑落や雪崩はまったく心配なかった。ただ出合近くが道が不明瞭でかすかな足跡を辿って下降した。赤テープが上部は豊富にあったのに下部は無かった。渡渉は簡単だった。
戸台川沿いの下山は月明かりが出ていたが夜中だったのでトレースがあって助かった。
廃屋までは、右岸沿いに行けばいい事はわかっていたが、GPSの電池が無くなってしまい廃屋の位置がわからず手前で川を渡渉してしまい靴をぬらしてしまった。
川の渡渉といい、深いラッセルといい思わぬアクシデントの連続する山行だったが体力がもってよかった。23時に戸台山荘着。
　このルートの核心は、中の沢乗越～六合小屋間のラッセルと甲斐駒稜線の強風である。甲斐駒の通過を好転の日に合わせれば下部は少々天候が悪くても通過できる。大ギャップのフィックスﾛｰﾌﾟがある間は、逆コースも可能である。エスケープの熊穴沢は比較的下山が楽である。
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